
サウジアラビアにおける砂漠環境順応型高性能太陽光発電システムによるCO2排出量抑制技術の実証
事業実施団体 株式会社 カネカ

途上国向け低炭素技術イノベーション創出事業 対象国： サウジアラビア

リノベーション・実証の概要

対象とする国・地域における事業化・普及の見込み対象とする国・地域の概要

カネカが開発してきた高効率低コストヘテロ接合シリ
コン太陽電池技術をサウジアラビアのような高日射、
高温の砂漠向けにリノベーションすると共に、実際に
サウジアラビアで技術的優位性およびCO2排出抑制
量を現地機関（KAUST)と連携の下、定量的に検証す
る。KAUSTの屋外暴露試験場に太陽光発電設備を設
置し、気象データ、詳細な発電データを取得し、より高
い発電量およびCO2排出抑制量を定量的に検証する。
砂塵や様々な発電量低下要因を分析するために定期
的なメンテナンスの効果をKAUSTの協力の下で評価
する。
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事業化見込み
STEP1： 砂漠地域に最適な両面受光ヘテロ接合型太陽光

パネルの設計を決定する。
STEP2： 両面受光ヘテロ接合型太陽電池パネルの多用途

アプリケーションの開発を行う。
STEP3：サウジアラビア等の砂漠地域向けに販売を開始する。
普及の見込み

2020年までに両名受光ヘテロ接合型太陽電池パネルの量産
化を開始する。2025年度までに500MW以上の販売を行う。
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